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Ⅵ 分野別施策の基本方針 

 

めざすまちの姿の実現に向け、次に掲げる基本方針に基づき、それぞれの分

野で施策を推進するとともに、相互に連携しながら分野横断的に取り組みます。 

 

１ 互いに認め支え合い、だれもが平等に参画できる社会の実現 

人権問題の解消に向け、国籍、性別、年齢、障がい、出身地などにかかわ

らず全ての人が平等に社会に参加できるよう、人権教育・啓発を推進し、市

民の人権意識を高め、市民、事業者、行政などが一体となって、互いの人権

を尊重し、支え合いながらともに生きる人権尊重の共生社会を実現します。

また、人権擁護委員などとの連携を強化し、人権擁護活動を推進します。 

さらに、だれもが性別にとらわれずあらゆる分野で参画する機会を確保し、

一人ひとりの能力と個性を発揮しながら、ともに責任を担って協力していく

男女共同参画社会を形成します。特に、女性の職業生活における活躍を推進

するために、社会環境の整備に取り組みます。 

 

 

２ 安全で心豊かに暮らせる地域づくりの推進 

地域で互いに支え合い自主自立のまちづくりを進め、地域コミュニティ 

の維持・向上を図るとともに、消防体制の充実、防犯対策、交通安全の推進

などに取り組み、地域の安全で快適な暮らしを支えます。 

また、自然災害に対応するため、熊本地震の教訓をいかし、市民の防災意

識や地域の防災力を高めるとともに、災害発生時の体制整備など、危機管理

体制を強化します。 

さらに、市民や校区自治協議会などの地域団体やＮＰＯ団体などとの協働

によるまちづくり活動を展開し、非常時にも地域の災害対応力が効果的に機

能するよう、地域のまちづくり活動の支援体制を強化します。 

 

 

３ 生涯を通して健やかで、いきいきと暮らせる保健福祉の充実 

子どもから高齢者までだれもが、生涯を通じて健やかに生きがいを持って

暮らせるよう、社会保障制度の適正な運営はもとより、市民一人ひとりの状

況や特性に応じたきめ細かな保健・医療・福祉サービスを一体的に提供しま

す。さらに、地域における主体的な健康づくりや福祉活動の推進など、自主

自立のまちづくりの理念のもと、だれもが役割を持ち、地域をともに創って

いく「地域共生社会」の実現を目指します。 
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また、未来を担う子どもたちを安心して産み育てていけるよう、保育サー

ビスの充実など多様なニーズに応じた子育て支援に取り組みます。 

 

 

４ 豊かな人間性と未来へ飛躍できる力を育む教育の振興 

学校をはじめとする様々な教育機会を通じて、子どもたち一人ひとりの可

能性をさらに広げ、それぞれの夢の実現につながるよう、教育環境を整えま

す。 

また、子どもから大人まで、全ての市民が生涯を通じて生きがいを持ちな

がら豊かな人生を送れるよう、スポーツや文化活動を気軽に楽しむ機会や新

たな知識や技術などを身に付けることができる多様な学習機会の充実に取

り組みます。 

加えて、熊本城をはじめとする史跡、天然記念物など、本市の貴重な文化

財の適切な保存・調査研究・整備・活用に取り組むとともに、歴史や自然の

学習などに活用します。 

 

 

５ 誇るべき良好な自然環境の保全と地球環境問題への積極的な対応 

市民が将来にわたって、本市の良好な環境を享受できるよう、地下水の質

と量の保全及び公共用水域の水質保全、自然環境の保全や緑化の推進に資す

る施策を展開するとともに、良好な生活環境を維持・形成するため、ごみ減

量・リサイクルの推進、ごみの適正処理、大気汚染の防止などに資する施策

を展開します。 

また、地球環境問題への対応や、生物多様性の保全に向けても、身近な問

題と捉え実践行動につながるよう、市民への啓発を進めます。 

加えて、環境負荷低減への取組が同時に、経済の好循環につながるような

取組を進め、各地域が地域資源を最大限活用しながら自立・分散型の社会を

形成しつつ、相互に補完し支え合う「地域循環共生圏」の創造による持続可

能な社会の実現を目指します。 

 

 

６ 経済の発展と熊本の魅力の創造・発信 

地域経済の発展に向け、中小・小規模企業の経営基盤の強化や円滑な事業

承継への支援をはじめ、医工連携などの新たな活力を生み出す産業分野の振

興や企業誘致に取り組みます。加えて、潜在的な起業希望者の発掘と起業に

向けた支援や、人材確保策を強化するとともに、子育て世代、高齢者、外国

人など多様な人材が活躍できる環境整備を推進することで、雇用の創出と市
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民所得の向上を図ります。 

また、交流人口の増加に向け、熊本城をはじめとする観光資源の復旧と魅

力の向上を図るとともに、多様化・個性化する観光客の興味・関心を詳細に

分析し、そのニーズを踏まえた受入環境の充実を図ることで、観光客の満足

度向上や滞在時間の延長に繋げていきます。 

 

 

 ７ 豊かな自然環境をいかした活力ある農水産業の振興 

安全で良質な農水産物を消費者に安定的かつ持続的に提供できるよう、本

市の強みである園芸農業などの地域の特性をいかした農水産業を推進する

とともに、意欲ある農漁業者の育成や担い手への農地の集積・集約化、生産

性の高い生産基盤の着実な整備・保全などを推進します。 

また、農水産業に関する情報発信の充実や農産物直売所の活用、農水産物

などの効果的な販売促進活動などを通じて、熊本の農水産物のブランド化や

高付加価値化、国内外における販路開拓・拡大を推進します。 

 

 

８ 安全で利便性が高い都市基盤の充実 

将来にわたり市民が暮らしやすい多核連携都市の実現に向け、地域拠点な

どにおける都市機能や人口密度を維持・確保するとともに、バス路線網の再

編やパークアンドライドなどを推進し、わかりやすく利便性の高い公共交通

体系を確立します。加えて、九州中央の交流拠点都市にふさわしい幹線道路

や広域交通網を整備し、公共交通と自動車交通の最適な組み合わせ(ベスト

ミックス)を構築します。 

   また、市民が安心して快適に暮らせるよう、災害に強く安全・安心な道路、

公園、上下水道、河川など都市施設を整備するとともに、秩序ある市街地の

形成や、昼も夜もだれもが歩いて楽しめる魅力的な都市空間の創出、空き家

対策の推進など、良好な生活環境の形成を図ります。 

   さらに、都市インフラコストの抑制や環境への配慮を視野に既存ストック

を有効活用し、公共施設の長寿命化など効率的で適正な維持管理に取り組み

ます。                             

 

 

 

 


